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■内容の取り扱い

教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっている。また，授業で演習が展開しやすいよう課題が明確にされ，実習手順が示されており，この教科での使用をよくふまえて編集されている。

教科書で扱われている題材は，身近なもの，高校生にわかりやすいものが選ばれており，親しみやすいように内容が精選されている。例えば，第１章では現代が情報社会であることを述べる一方，人間は大昔から情報を活用してきたことを示し，「情報とは何か」を経験的に理解できるように工夫されている。

教科書本文の文章は平易に記述するよう努められており，さらに，イラストを多用して学習内容を具体的にイメージできるように工夫されている。例えば，アルゴリズムの解説や，モデル化とシミュレーションの概念の理解に関するページなどでは，イラストが非常に多用されており，生徒が内容を具体的なイメージで把握できるよう工夫されている。

また，過度に高度な内容にならないよう，科目の目標を達するために必要充分な難易度に調整されている。また，１年生での指導も考慮されている。例えば，第４章のモデル化とシミュレーションでは，つり銭問題や待ち行列の特殊な例が題材とされており，難しい数式や関数をなるべく導入しなくても演習できるように配慮されている。なお，数理的な記述は避けているが「なぜ現実を数学的なモデルにモデル化する必要があるのか」や「シミュレーションをすることの利点」などが容易に理解できるように配慮されている。

■単元の構成・配列及び分量

この教科書では，全体が６つの章から構成されている。第１章で問題解決の手順を解説し，情報Ｂ全体に必要となる「問題解決」にコンピュータを効果的に利用していく考え方を紹介している。

各章末に学習内容に対する理解度を生徒自らが確認できるよう，平易な章末問題が配置されている。本文中にも演習課題は豊富に用意されている。「問」「演習」ばかりではなく，要所に「やってみよう」や「調べよう」等が盛り込まれており，授業の展開状況に応じて選択的に取り扱うことができる。

また，第４章「モデル化とシミュレーション」，第５章「データベースの活用」には，章末に（章末問題とは別に）総合演習が配置されている。学習指導要領では，この２つの総合演習は二者択一的に取り扱うことが想定されているが，選択的に取り組めるように工夫されている。モデル化とシミュレーションと関係データベースは，両方を同じ構成で編集するなど，どちらを実習課題として採用しても差が生じないよう，編集上の工夫がある。
■その他

指導要領制作の委員の１人である聖心女子大学永野和男先生 （文部省　情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議委員（高等学校　学習内容検討ＷＧ　主査）） が委員長を務めている。

白色度の高い上質の紙が使用され，フルカラー印刷された写真や図が鮮明である。
